
山地の湿草原にまれに生える。茎は高さ35-70cmになり、根出葉や茎の下部の葉は披針形または線状披

針形、葉柄を含めて長さ15-25cm。茎葉は茎に沿下する。花期は8-10月。頭花は少数で、密散房状につ

く。総苞は長さ9-10mm、紫褐色、くも毛がある。最外片は卵状披針形または披針形、鋭尖頭。花冠は紫色

で、長さ9mm。

県内では1ヶ所で現存が確認されている。

生育地の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Saussurea  modesta  Kitam.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

但馬

■ 国内分布

本州（関東以西）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

キク科

兵庫県ランク…ネコヤマヒゴタイ
環境省ランク… VU


